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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の入力画像を用いて任意視点の画像を生成する画像処理装置であって、
　前記任意視点と該任意視点の画像上の画素位置を通る第一の直線に沿う点が前記複数の
入力画像の各々に投影される投影位置の画像情報を取得する取得手段と、
　前記第一の直線に沿う点について前記取得手段により取得される画像情報を用いて、前
記画素位置における前記複数の入力画像の視差情報を算出する算出手段と、
　前記画素位置の画像情報を、該画素位置に対する視差情報を用いて前記複数の入力画像
から算出することにより、前記任意視点の画像を生成する生成手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記取得手段は、
　前記第一の直線に沿う点と前記入力画像の視点を通る第二の直線が、前記入力画像の投
影面と交わる位置を前記投影位置に決定し、前記投影位置における画像情報を、前記入力
画像の該投影位置に隣接する画素の情報を用いて補間することにより生成することを特徴
とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記任意視点の画像を分割して得られた任意視点ブロックに含まれる複数の画素位置と
前記任意視点を通る複数の第一の直線に沿う前記任意視点からの距離が等しい複数の点を
設定し、前記複数の点と前記入力画像の視点を通る複数の第二の直線が前記入力画像の投
影面と交わる複数の投影位置の画像情報を前記取得手段を用いて得ることにより、前記任
意視点ブロックに対応した前記入力画像におけるブロック画像を決定する決定手段を更に
備え、
　前記算出手段は、前記決定手段により決定されたブロック画像の情報に基づいて前記任
意視点ブロックに対する視差情報を、該任意視点ブロックの中の全ての画素位置に対する
視差情報として算出することを特徴とする請求項２記載の画像処理装置。
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【請求項４】
　前記算出手段は、前記第一の直線に沿って、前記任意視点からの複数の距離に複数の点
を設定し、各距離において前記複数の入力画像から前記取得手段により取得された画像情
報についてマッチング評価値を算出し、前記複数の点のうち最も高いマッチング評価値が
得られた距離に基づいて前記視差情報を算出する、ことを特徴とする請求項１乃至３のい
ずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記算出手段は、最も高いマッチング評価値が前記第一の直線に沿う２つ以上の点につ
いて算出された場合は、前記任意視点に最も近い距離に基づいて前記視差情報を算出する
ことを特徴とする請求項４記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記生成手段は、前記複数の入力画像から取得された複数の画像情報を加重平均するこ
とにより前記画素位置の画像情報を生成することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか
１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記入力画像の投影面は、平面、球面、円筒面のいずれかであることを特徴とする請求
項１乃至６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　複数の入力画像を用いて任意視点の画像を生成する画像処理装置の制御方法であって、
　生成手段が、前記任意視点と該任意視点の画像上の画素位置を通る第一の直線に沿う点
が前記複数の入力画像の各々に投影される投影位置の画像情報を取得工程と、
　算出手段が、前記第一の直線に沿う点について前記取得工程で取得された画像情報を用
いて、前記画素位置における前記複数の入力画像の視差情報を算出する算出工程と、
　生成手段が、前記画素位置の画像情報を、該画素位置に対する視差情報を用いて前記複
数の入力画像から算出することにより、前記任意視点の画像を生成する生成工程と、
を有することを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項９】
　請求項８に記載された制御方法の各工程をコンピュータに実行させるためのプログラム
。
【請求項１０】
　前記任意視点ブロックに含まれる前記複数の画素位置、および画素数が、前記任意視点
ブロックの画素値によって決定されることを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記任意視点ブロックの画素値は、前記任意視点ブロックの平均画素値であることを特
徴とする請求項１０に記載の画像処理装置。
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